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リヴィングストンの最後のアフリカ探検にみえる 











1873 年 5 月 1 日、バングウェウル湖畔のイララ
















































































（Universities’ Mission to Central Africa）の一員と
                                            
1 最新の研究として、Anderson and Lovejoy (eds.) 2020. 
2 Livingstone 1874. 


















始時から参加していた第 1 期 9 名とリヴィング
ストン遭難の報を受けて結成された救出隊に随











































                                            
4 鈴木 2007, 18; 鈴木 2016, 114-115; Hopper 2020. 
5 たとえば、1860 年のザンジバル島におけるイギリス臣民所有奴隷の一斉解放で作成されたリストからは、少なくとも
84 の集団名が抽出できる(Suzuki 2012)。 
6 Suzuki 2017, 73-96. 
























































































                                            
9 Edwardes 1909, 133-134; Simpson 1975, 55. 
10 NLS Ms.10704, 29 [David Livingstone to Agnes Livingstone, Bombay, 17 November 1865]; Simpson 1975, 55. 
12 Report 1863, 7 
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表 1．アフリカン・アシュラムにおける日課(Report 1862, 23 などに基づき筆者作成) 
 
 
 職業訓練学校通学者 マラータ語普通学校通学者 
午前 0 時  就寝  
午前 1 時 
午前 2 時 
午前 3 時 
午前 4 時 
午前 5 時 
午前 6 時 
午前 7 時 マラータ語学校 
午前 8 時 8:00 朝の祈祷、沐浴、着替え、朝餐 
8:30～ 工房での作業 休憩 
午前 9 時 
午前 10 時 マラータ語学校 
午前 11 時 
正午 
午後 1 時 1:00～1:30 正餐 
1:30～5:30  工房での作業 休憩 
午後 2 時 2:00～5:00 マラータ語学校 
午後 3 時 
午後 4 時 
午後 5 時 休憩 
自由時間 
午後 6 時 晩餐 
午後 7 時 晩の祈祷 
英語教室 
午後 8 時 
午後 9 時 就寝 
午後 10 時 
午後 11 時 
 
































                                            
13 DLC/1123/15 September 1865]. 
14 DLC/1123/14 September 1865]. 


























1871 年 2 月 4 日殺
害 
リチャード・イセンバ
ーグ Richard Isenberg 




1867 年 9 月 1 日離
脱 
アンドリュー・パウエ
ル Andrew Powell 
1866 年 9 月 4 日離
脱 




























































インドで集めた 13 名のスィパーヒー、10 名のコ
モロ諸島アンジュアン（ジョアンナ）島出身
                                            
16 実際にはこの推論は正しくなく、ルアラバ川とはタンガニイカ湖の西側でこの湖と並走するように南北に流れる川で
あり、それはコンゴ川となりキンサシャを通過し、最終的には大西洋に流れ込む河川である。 
17 John McCracken, Politics and Christianity in Malawi, 1875-1940: The Impact of the Livingstonia Mission in the 
Northern Province, Zomba: Christian Literature Association in Malawi, 2000 (1st. ed. Cambridge: Cambridge 
University Press, 1977), 54-55. 
18 DLC/1115/33 [entry on 18 March 1866]. 







































だ牛馬は 1866 年 4 月 7 日に眠り病を媒介するツ
ェツェバエに最初に噛まれたのを契機に、徐々




は、4 月 10 日の段階でキニーネなどが与えられ
たが、その後も頭痛が続いていた 23。 










そのような状況下の 5 月 3 日、現地の男性が
やって来て、隊のなかの誰かが自分の畑のモロ
                                            
21 DLC/1115/37. 
22 DLC/1115/44, 50; DLC/1124/15 April 1866, 24 April 1866. 
23 DLC/1124/10 April 1866 
24 DLC/1115/56; DLC/1124/29 April 1866. 同様の問題は 1866 年 6 月 3 日の日誌にも記されている(DLC/1125/3 June 
1866)。 
25 DLC/1124/30 April 1866 
26 DLC/1124/3 May 1866 
27 DLC/1115/64. 
28 DLC/1115/65. 
























































                                            
30 DLC/1115/65. 
31 DLC/1115/65; DLC/1124/9 May 1866. 
32 DLC/1115/72; DLC/1125/20 May 1866. 
33 DLC/1115/76; DLC/1125/30 May 1866, no date. 
34 DLC/1115/77. 
35 DLC/1115/77; DLC/1125/7 June 1866. 
36 DLC/1115/79; DLC/1125/15 June 1866. 





























































                                            
39 DLC/1125/18 June 1866. 
40 DLC/1125/18 June 1866. 
41 DLC/1115/87. 
42 本文で挙げる事例のほかにも、たとえば DLC/1115/114/14 July 1866; DLC/1142/23 July 1866. 
43 DLC/1115/90.また、同様の記述は DLC/1125/20 July 1866 にも存在。 
44 DLC/1115/97; DLC/1125/29 June 1866. 
45 DLC/1115/110-111. 



























































                                            
46 DLC/1142/20 July 1866. 
47 DLC/1142/29 July 1866. 
48 DLC/1115/110.  
49 DLC/1115/112; DLC/1142/27 July1866. 
50 DLC/1115/112. 
51 DLC/1115/112. 
52 DLC/1115/118; DLC/1142/20 July 1866. 
























































月 3 から 5 日はサイモンが病に伏したために本
隊は足止めを喰らっている 59。サイモンは 11 月
21 日にも病に伏しており、ヤギの脂をこすった
ために発疹が出たとリヴィングストンは記して
                                            
55 DLC/1115/148. 
56 DLC/1115/148. 
57 DLC/1115/176; DLC/1126/5 October 1866. 
58 DLC/1115/111. 
59 DLC/1115/204. 
60 DLC/1115/212; DLC/1127/19 November 1866. 
















  その後、1 月末に再びニヤサ湖とタンガニイカ
湖のあいだの地域に戻った一行は、チタパング
ワあるいはモトカと呼ばれる首長のもとを訪れ







































る 67。2 月 15 日、首長は古い毛布を一枚受け取
り、騒動はようやく一段落した 68。しかし、リヴ




66 DLC/1115/257; DLC/1128/15 February 1866. 








































綴っている 72。8 月 30 日、今度は湖の南西端付
近のロフ川付近を探索中、一行はティップー・
ティプの愛称で知られるスワヒリ商人に出会







量の約 3 分の 1 程度で、2 人のうちの 1 人は 3 ポ
ンドのビーズが追加されたことで抗議をしてい
















77 ただし、たとえば、1867 年 1 月 20 日の日誌では、アルバートを「とても慎重な」人物として評価し、それゆえに、
薬箱を持たせていたことが記されている(DLC/1115/244)。 
78 DLC/1129/25 September 1867. 
79 DLC/1129/24 September 1867. 
80 DLC/1129/16 November 1867. 
81 DLC/1129/19 December 1867. 
ストンは、彼はザンジバル島に戻り、アラブ人
の奴隷の奴隷になるのだろうと記している。 
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1870 年の一斉離脱まで 
  1868 年 1 月 2 日、サイモンの病気により隊は
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ーシク・ボーイズや他の随行者の行動を制御で
きる状態ではなくなっていた。  
































97 DLC/1115/609-610. NLS/Ms.10703/XXXVI には彼がマニェーマで盗みを働いていたことが後日談として記されてい
る。 






















1870 年 8 月の一斉離脱とそれ以降 










































107 NLS/Ms.10701/154; NLS/Ms.10703/LXXXIV. 
108 NLS/Ms.10703/LXXXIV; DLC/Cat1115/617. 
109 DLC/1115/617. 
110 NLS/Ms.10703/LXXXVI. 
後、10 月 19 日、離脱したナーシク・ボーイズ
は、ムハンマド・ボガリブに同行することをリ
ヴィングストンに使者を介して伝える 104。 

































日誌類にこの 2 人は登場しなくなった。 


















                                            
111 NLS/Ms.10703/LXXXVI. 
112 NLS/Ms.10703/ LXXXVI 
113 DLC/1131. 
114 DLC/1131. 
115 CMS B/OMS/Z/19. 
116 DLC/1142/53; CMS B/OMS/Z/19; Simpson 1975, 60 
117 RGS DL4/6/2 [Livingstone to Seward, 25 September 1867] 
118 Simpson 1975, 61. 
度、窺い知ることができるが、ナサニエルとガ
ードナーに関する情報は少ない。わずかに、カ






































































































CMS: Church Mission Society Archives, Special 
Collection, University of Birmingham, 
Birmingham, UK. 
DLC: David Livingstone Centre, Glasgow, UK. 
IOR: India Office Records, British Library, London, 
UK. 
NLS: National Library of Scotland, Edinburgh, UK. 
Report: Report of the Bombay or Western India 
Auxiliary Church Missionary Society. 
RGS: Royal Geographic Society, London, UK. 
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